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その１ 11 月 19日にＮＨＫ広報展開プロデューサーの川口様と打合せを行いました！！ 
  

先週末の講演会にお越し下さり、福島の為に熱く語ってくれたＮＨＫ広報展開プロデューサーの川口様が福

島市役所に来訪され、打合せをしました。 

 川口様は、先日の講演で、想定を遙かに超える多くの市民が来場されたことや、ご熱心に聞き入ってくれた

ことにとても感激されていました。 

 また、福島県を代表する新聞が、それぞれ大きく取り上げてくれたことにとても驚いていました。 

そんな、福島の「熱い気持ち」を多としてくださり、福島市への全面的なご支援をお約束頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ご関係者の皆さまこんにちは☆彡朝ドラ「エール」支援担当となりました鈴木祐二（福島市役所観光コ

ンベンション推進室）と金澤千裕（福島市観光コンベンション協会）です。さて、11 月 15日に開催した

《「朝ドラ」が福島市にもたらす大きな波及効果》では、多くの方々にご参加頂き、本当にありがとうござ

いました。講師お三方の熱意溢れるお話に触れ、いよいよ朝ドラが４ヶ月後に始まるのだと、私たちも決意

を新たにしましたし、ご来場の方々もそれぞれ熱い想いを抱かれたことでしょう。 

準備の４ヶ月間と、放送中の６ヶ月間の合計１０ヶ月間という、長期間の取組みですが、どうぞ、私た

ちと一緒に「エール」を楽しみながら取組んでいきましょう！！ 

11月 19日の打ち合わせ風景です
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❄エール通信について❄ 

🎵行政的な文体ではなく、メルマガ風の柔らかい文章で発信します。 
🎵朝ドラ講演会参加者さまや、情報を希望される方々に対して発信します。 
🎵朝ドラの取組みに関する情報を関係者様で常に共有することを目的とします。 

🎵番組編成上、共有出来ない情報がありますので、ご了承下さい。 



 

 

 

その２ 講演会参加者向け『朝ドラ関連のビジネス又はまちづくり活動意向調査』及び『朝ド

ラ関連のビジネス又はまちづくり活動に対するサポートのご意向調査』提出期限のおしらせ。 
 

朝ドラを契機として、ビジネスやまちづくりに取組みたい方とビジネスやまちづくりをサポートしたい方の

の繋ぎ役として、または、アドバイスが欲しい事業者様へのアドバイザー派遣等、具体的な応援の方法を整備

することを目的として、アンケート調査へのご協力を講演会の際にお願いしておりましたが、早速ご回答を頂

きましてありがとうございます！ 

 

これからご回答される方は、講演会時に配布したチラシにてご回答頂き、FAXでお送りください。 

なお、回答期限が 11月 30日（土）となっております。 

 

お忙しいところ大変申し訳ございませんが、皆さまの熱い思いをお待ちしております♪ 

 

 

その 3   「スカーレット」の舞台・滋賀県甲賀市信楽に視察に行ってきました！ 
 

  10月 18・19日の両日、市役所・観光コンベンション協会・商工会議所の皆様とともに、現在放送中の朝

ドラ「スカーレット」の舞台である滋賀県甲賀市信楽に行ってきました。信楽といえばたぬき。街中のいたる

所にたぬきの焼物が置いてありましたが、意外なことに全ての焼物のうちたぬきは 5%くらいなんだそうです。 

「スカーレット」は「エール」と違い実在の人物を完全にモデルにしたドラマではありません。また、「エ

ール」と違い事前の招致活動がなく番組が決定したため、市役所中心で進めた放映開始前の準備が色々後手に

回ってしまい、5月の連休の際には押し寄せた観光客で大渋滞が起こり街中が大混乱する事態に。市議会も巻

き込んでの大論争になってしまったそうです。その後ロケ隊のおもてなしや撮影の補助を精力的に行った結

果、今では当初なかった地元の「火まつり」のシーンを急遽台本に入れてもらい、追加でロケを行うところま

で関係が深まったとのことでした。 

これから観光客が減少する季節に入り、甲賀市自体が 15 年前に 5 つの街が合併して出来た経緯から市内全

体の盛り上がりにはつながっていない現況下、市役所としてはオリジナルロゴを作ったり、ロケで使われたス

ポットを巡るマップを作成したりと、放送終了後も続く観光振興策の作成と実施に重点的に取り組む作戦だ

そうです。ドラマごとにそれぞれの街にあった盛り上げ方があるようです。福島市も福島市らしい、NHKさん

に「これまでで一番地域が盛り上がったドラマだ」と言わしめるくらいの活動をしていきましょう！ 

(文：福島商工会議所青年部 Believe2020古関委員会 委員長 西形 吉和) 

 

♬エール通信に関するお問合せ♬ 

 

福島市観光コンベンション推進室（鈴木祐二）TEL:024-572-5719 

E-mail:yuuji-114@mail.city.fukushima.fukushima.jp 

福島市観光コンベンション協会   (金澤千裕）TEL:024-563-5554 

  E-mail:chihiro-k@f-kankou.jp 

tel:024-572-5719
tel:024-563-5554

